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教師からみた学級集団

一 「『学級集団』の なかで子 どもの個 性 を育て る」 ことをめ ぐって 一

林 幸 子

腰 約 】

「個性 を育 てる」 とい う言説 は、国家 レベノkでも、先 の臨教審以降、一 つのキーワー ドとして語 られ ている。 し

か し、教育現場 において、子 どもの 「個性」 を育むこ とはどの ように とらえ られ ているか については、い まだ十分

な論議 がなされていない。 そこで、本稿 では、具体的 なデ ータに基づいて、「教室の中で、学級集団 と個 々の子 ど

も、双方 と相対 してい る教師たちが子 どもの 『個性』 をどうみてい るのか」 を浮 き彫 りに しようと試 みる。

まず、「学級 のなかで、 自らの手で、子 どもの 『個性』 を育 ててい る』 とい う抽象的な理念は、授 業の 自信 とい

った具体的な実践へ の意識 を超 えて、教師の もっとも大 きなモチベー ションとな っている。そ して、「『学級集団』

のなかで子 どもの個性が 育つ」 と している教 師ほ ど 「教師は学級 をまとめ るべき 」 と考えている。では、 この 「集

団性 」と 「個性」 を教師が どう捉 えるか、教師の眼を とお して子 どもの成長段階別の学級集団をみてみ ると、情緒

性 ・凝集性 が支配す る学級集 団のなかで、高学年 になるほど、子 どもの 「個性 」は、教師 との人 間関係の なか で

「自らの指 導に従 うか」 を基準 と して評価 されている。 また、子 どもの 「個性」が大事に されて 「勉 強」 してい く

雰囲気 は、 どんどんな くなっ.てしまっている。'

1.教 室 のな か で 「個 性 を育 て る」 とい うこ と

「個性」 とい う言葉 は、国 家 レベ ルで も、 朱 の臨教 審 以降 ひとつ の キー ワー ドと して 語 られ てい る。 し

か し、実 際 に子 ど もた ちが生 活 してい る教 育現 場 にお いて 、子 ど もの 「個 性 」 を、 「子 ど もの 個性 を生 か

し、育 む」 こ とは どの よう に とらえ られて い るか につ いて は、十 分 な議論 が な され て きた とは言 いが たい 。

また 、教育 現場 の実情 ・実 態 を考慮 に入 れた分 析 もご くわず かで あ る。

そ もそ も、 「個 性 」 とい う言葉 は、文 化 的 ・社 会的 文脈 に よって 解釈 も異 な って お り、 定義 が難 しい も

ので あ る と言 わ れ る(藤 田1995)。 教 育 改革 の 文脈 の な かで 「個性 」 が どの よ うに と らえ られて きたの か

を振 り返 って み て も、学 習能 力 の差 や職 業適性 を さすの か、 子 ど もの人 格 ・性格 を さす のか 、一 入 の子 ど

もの 存在 そ の もの を指 す もの なの か も まっ た くは っ き りして い ない11。 その た め、 「個性 」 とい う言葉 は

日本 の"画 一 的 ・閉鎖 的"と される学校 教 育 を批判 す る ときの ひ とつの格 好 の道 具 と して使 われ て きて い

る。'

しか し、世 間で い か に 「個性 」 が取 りざた されて も、学 校現 場 に おい て直接 子 ど もた ちに相 対 し、教 育

活 動 に従事 して い るの は 、他 で もない教 師 た ちで あ る。 「子 ど もた ちの個 性 を ないが しろ に して い る」 と

い った批判 の風 に一番 あ た って いる のは学 校現 場 の教 師 た ちだ とい って もよい。 しか しなが ら、教 師た ち

の もつ 「個 性」 観 とはい か.なる もの なの か、 また教 室 内 にお け る教 師一 子 ど も関係 の網 の 目の なかで子 ど

もの 「個 性 」 を ど うみ て いる の か とい う視 点 が これ まで 欠け て きた ので は ない か と思 わ れ る。 この よ うな

観 点 か ら、本論 で は あ くまで も 「教 室 の 中で 、教 師 は子 どもの 『個性 』 を ど うみて い るのか」 を問題 に し

たい。

で は、教 師 に とっ て、子 ど もの個 性 を育 て る」 とは どの よ う.なこ とな のか 。教室 内の教 師 の 日常 に即 し

て考 えてみ よ う。言 うまで もな く、教 師 は 自分 の受 け持 つ何 十人 とい う子 ど もた ちに同時 に相 対 して い る。

日本 の学 校 で は、 「学級 」 が ほ とん どすべ て の教 育 活動 のボ ー.ムベー ス にな って お り、 「学 級経 営」 は授 業

か ら生 活指 導 まで 、あ らゆる教 育活 動 の土 台 と して受 け止 め られて いる。 そ の こ と とも関連 して、現場 の

教 師た ち には 、「学級 づ く り」 や 「集団 づ く り」 とい う発 想 がか な りつ よ く存 在 す る。

教 室 内 にお け る細 か な役 割分 担 をベ ー ス と した助 け合 い、繰.り返 され る学級 会 に よる話 し合 い、班 な ど
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の 固定的 な小 集 団活動 の 頻繁 さ、運動 会 や学 芸 会 な どク ラス単位 の 特別 活動 の 多 さな ど、 た しか に子 ども

た ちは 「集 団」 を基 調 と した学校 生 活の なか に生 きて い る一面 があ る。 また、 整然 と 「ま とまっ た」学 級

集 団は 、担任 教 師の 力量 と して 、評 価 の ひ とつ の基 準 と もな って い る。 この よ うな実態 か ら、 日本 の教 室

文化 は 「集団 主義 的」 で あ る とい う言葉 で語 られ る こ と も少 な くなか っ た。

で は、 当の教 師 た ち は 「集 団 の整 然 さ」 に指導 の 力 点が 傾 き、 子 ど もの 「個 」 と して の存 在 や 「個性 」

に は着 目 を して い ない のだ ろ うか。 しか し、 次 節で 詳 し く紹 介 す るが 、当 の教 師 た ちか らは 「個性 を生 か

した い、 一人 ひ と りの よ さを大切 に したい」 とい う言葉 は、 実 に よ、くきか れ る。 む しろ、 「個 性 を育 て る」

こ とは よ り肯 定的 な もの と して、 教育 目標 、学 級経 営 目標 をか ざる言 葉 と して 強 く息 づ い てい る。"ク

ラス のみ ん なが仲 間 であ 軌 助 け合 いが で き、 まと まって い るが、 そ の よ うな集団 協調 性 とは矛盾 しない

かた ちで、 一 人 ひ と りの 良 さ、 「個性 」 が 生 か され る、 子 ど もの居 場 所"と しての 学級 は、 ひ とつ の理 想

像 と して、多 くの教 師 た ちに広 く共 有 され て いる2)。 教 師た ち のな か には 「学級 集 団の な かで こそ 、子 ど

もた ちの 個性 は育 ち、生 か され るの だ」と い う視点 が あ る。

で は 、教 師 た ちは 、「集 団」,と 「個」 と しての 子 ど も、 とい う対 ♪ヒを どの よ うに と らえて い るの だ ろ う

か。学 級経 営 の枠 組 みは 、小 学校 の低 学 年か ら中学校 まで大枠 と してか わ ら ない。せ いぜ いが子 ど もた ち

に まかせ る部 分が 増 え る程 度 の こ とであ る。 どん どん と成長 してい く子 ど もた ちの 「個 性」 を教 師 た ちは

どの よ うにみ てい る の だ ろ うか 。"一 人 ひ と りの 「個 性」 をい か しつ つ も、学級 を ま とめ るべ き"と い う

ア ン ビバ レン トに も思 わ れ る言説 が支 配 的 な教 育 現場 におい て 、教 師た ちの 持 って い る 「個 性」 観 とはい

か なる もので あ るの か、 そ して 、子 ども集団 、学 級集 団 との 関係 性 、人 間 関係 の網 の 目の なか で、 どの よ

うな状 態 が 「個性 が 大事 に され てい る」 と教 師 た ちが とらえて い るのか 、具 体 的 なデ ー タを も とに検 討 し

てい こう とす る のが本研 究 の ね らいで あ る。

なお、 主 に使 用 した デ ー タは、2000(平 成12)年8月 ～9月 に福 岡 県内 の小 ・中学 校教 師 を対 象 に郵 送法

で実 施 した質問 紙調 査 に よる。 回収 率 は小 学校 教 師が22.9%、 中学 校教 師は22,7%を 数 えて い る。有 効 サ

ンプル数 は小 学校 教 師が687サ ンプル 、 中学 校教 師は454サ ンプル であ る。

また 、2003(平 成15)年7月 ～8月 に第2次 調 査 を行 った。 基本 的 には第1次 調査 の 有効 サ ンプル の なか

か ら200人 を選 び、 これ も郵 送法 で実 施 した 。 この調 査 は、第1次 調 査 の結 果 に基 づ い て実施 した もの で

あ り、 自 由記述 を中心 に した もので あ る。 回収 率 は小 学 校教 師 が69.0%、 中学校 教 師 は38.0%で あ る。 有

効 サ ンプル数 は小 学校 教 師が69サ ンプル 、中学 校教 師 は38サ ンプルで あ る。

2.教 師の学級観、個性観

衿 教 師 の学 級 経 営 と子 ど もた ちの 「個 性 」

で は教 師た ちはい った い どの よ うな学級 集 団 をつ くろ うと してい るの か、 「『学 級経 営 』で 一番 重視 して

い る こ と」 につ いて の 自由記 述3)か ら彼 らの生 の声 を聴 い て み よ う。 す る と、子 ど もの"心"に 着 目 し

て子 ども との 情緒 的 な関係 性 を大切 にす る なか で、 一人 ひ と りの子 ど もを尊 重 し、 子 ど もの 「個 性」 を重

視 したい 、一 人 ひ と りに とっ て所属 感 の ある学 級 に したい とい う姿 勢が 強 く見 受 け られた 。

い くつ か紹 介 しよ う。 まず 、小 学校 教 師で あ る。1「個 々の よさ を生 かす 」(小6担 当 ・39歳 ・男性)「30人

一人 ひ と りが 個性 を もって輝 くこ と」(小1担 当 ・47歳 ・女性)「 子 ど もた ち一 入 ひ と りが、 明 る く楽 しい

学 級 の雰 囲気 づ くり。 お互 い に支 えあ う人 間 関係 。」(小 担 当学 年不 明 ・43歳 ・男 性)「 一 人 ひ と りを思 い

やれ るあ たた か い学級 づ く り」(小1担 当 ・38歳 ・女性)「 一 人 ひ と りの思 い を知 り、 よ さを伸 ばす」(小6

担 当 ・46歳 ・女性)「 一人 ひ と りが皆 、 じぶ んの所 属 観 を感 じる学 級 で あ る こと」(小4担 当 ・37歳 ・女性)

「子 ど もとの コ ミュニ ケー シ ョ ン。 ひ と りひ と りの子 ど もの心 をた いせ つ にす る こ と」(小 担 当学 年不 明

44歳 男性)「 子 どもた ち一 人ひ と り.が、 明 る く楽 しい学 級 の雰 囲 気 づ く り。 お互 い に支 え あ う人 問 関係」

(小担 当学 年不 明 ・43歳 ・男性)「 一 人ひ と りの 良 さや個性 が 生 か され、 一人 ひ と りが大切 に されて い る と

い うこ と」(小2担 当 ・40歳 ・女 性)「 個 が生 か され、子 ど も一 人一 人が 自己存 在 を感 じられ る学級 」(小 担

当学 年 不明 ・41歳 ・男性)な どで あ る。
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中学 校 教 師 の回答 にお い ては 、 「個 性 」 とい う言 葉 そ の もの の数 は減 って い た。 しか し"教 師 と子 ど もの

あ い だの信 頼関係 、子 ど もとの コ ミュニ ケー シ ョン""子 ど も同士 のつ なが りを重 視す る""所 属感 の あ る

学級"な ど、小学 校 と大 筋 な ところ で はな ん ら変 わ らな い。例 え ば、 「一 人 ひ と りに どこか で 自己 肯定 感

を もたせ る こ と(も つ こ とが で き る よ うにす る こ と)」(中1担 当 ・30歳 ・女性)「 子 ども との信 頼 関係 。

子 ど もの 個性 を認 め る こ と。子 ど もが頑 張 る姿 、悩 ん で い る姿 を認 め る こ と」(中2担 当 ・47歳 ・男 性)

「子 ど もが学 校 が 楽 しい と思 える ような ク ラスづ くり」(中2担 当 ・53歳 ・女性)「 子 ど もと話 を して い く

こ と」(中3担 当 ・41歳 ・男 性)「 班 活動 、教 師1人 対 全員 で は な く、 友人 ど う しのか か わ りを重視 してい

る。 家庭 が 複雑 で あ った り、非行 には しってい た り して も学級 で み んな とい る とほ っ とす る、 み たい な心

の よ りどころ とな る学級 づ く りを 目指 して いる。」(中 「1担当 ・42歳 ・女性)な どで あ る。

反 対 に 、"学 習""規 則"な どとい った 、学 校 的 な勉 強 、規律 につ い ての 記述 は驚 くほ ど少 ない。 「子 ど

も との 関係 、学 習 規律 」(中2担 当 ・44歳 ・女性)「 子 ど もに学習 規律 を 身に つけ させ 、 学力 を定 着 させ 、

仲 間づ くりを大切 に してい くこ と」(中1担 当 ・45歳 ・女性)な ど とい った、授 業や 学習 規律 と人 間 関係

両方 の 記述 が あ る もの はい くつか あ る。 しか し、 それ らを含 め て も、全 体 の 回答107件 の うち わず か に10

件で あ った 。

この よ うな一連 の 回答 をみ る と、集 団 と して の子 ど もた ちに向 き合 う と同時 に、個 々 の子 ど もを尊重 、

配慮 しなが ら子 ど も自体 を 「理解 」 す る とい う、極 め て困難 な事 柄 を一 手 に引 き受 け る意思 を もつ教 師た

ちの姿 があ る。 また、 それ とか み合 わ さ ったか た ちで 、あ くまで、 学級 、 クラス とい う枠 組み の 中で子 ど

もの 「個 」 を生 か そ う、伸 ばそ ケとい う考 え方が 顕著 にあ る よ うで あ る。

2)教 師 の 「や りが い」 を支 え る 「学 級 」 と い う枠 組 み

つ ぎに、教 師 に と って、 いか に 「学級 」 とい う枠 組 みの なか で子 ど もの 「個性 」 を育 て てい る とい う意

識が 教 師の教 育 者 と しての モチ ベ ー シ ョンを支 え、 大 きな意味 をもた ら してい るの か を示 すデ ー タ を紹 介

してお きたい 。 その 方法 は 、以 下 に挙 げ る9つ の指標 を用 い て数量 化 第1類 に よる分析 を行 ない 、何 が教

師の 「や りがい」 と強 く結 びつ いて い るの か を確 か め る とい う もの で あ る。 なお、 この分 析 は 時間 的経 過

を含 め た厳 密 な意味 で の因果 モ デル を提 示 して い る とい うわけ で はな いが 、便宜 的 に これ らの指 標 を設 定

す る こと に よって、教 師 を よ り強 く精 神 的 に支 えて い る もの、教 師 のモ チベ ー シ ョンの背景 を浮 き上 が ら

せ る とい うね らい を持 つ。

教 師 の 日常 的 な状 況 を見渡 してみ よう。 まず 、教 師 の 「教 育 者」 と して の 中心的 な役 割 と して、授 業 を

行 な うこ とがあ る。 また、子 ど も一 人 ひ と りと コ ミュ ニケ ー シ ョンを と り,子 ど もとの関係 を構 築 してい

くこ と も同様 で あ る。 それ ぞれ 、「 カた は 聲 いで か」 「あ なた は一 人一 人 の子 ども とコ ミュニ

.ケー シ ョンが取 れ て い る と思 い ます か1を 用 い る。 そ して、子 ど もか らの信 頼 を獲 得 す る こ とに よっ て、

教 師 と して の基 盤 を築 くこ とも大切 な事 柄 で あ る。 「あな た は、子 ど もか ら信頼 され てい る とい う.実威 が

遡 」 で あ る。.

次 に 、教 師の 「職 業 人」 と しての状 況 で あ る。勤 務 して い る学校 にや る気 を もた らす雰 囲気 があ るか ど

うか とい う職 場 の環境 、 また、 多様 、時 に雑 多 な職 務 に従事 す る に当 た って、 ゆ と りがあ る生 活が で きて

い るか どうか 、多忙 の度 合 い も変数 と して加 え てお きた い。 「あ な たの学 校 は 、仕 事 にや る気 を もた ら し

.てくれ る雰 囲気 で す か1「 流た は癬 と って'て い か」 とい う指標 で あ る。

最:後に、教 師 の学 級 観 、個 性 観 をあ らわす もの に関 して 、 「『学 級 集団 』 の なか で子 ど もの 個性 が 育 つ」

と思 うか ど うか、 そ して 「あ なた の指 導 で子 ど もの個性 が 育 つ と思 うか」 で あ る。 これ は先 に紹 介 した、
"ク ラスの 中で 生 き

、教 師が 伸 ば そ う とす る子 どもの個 性"を 教 師が ど う考 えて い るの か を表す 指標 であ

る。.また、教 師が 受 け持 つ 「ム の愚 が 」 か ど うか、学 級全 体 に対 す る情 緒的 な側面 につ い て も検 討

して お きたい 。

さて、 そ の分 析 結果 は どうな るの か。 表1'を みて い ただ きた い。 まず 、小 学校 教 師 の結 果で あ る。彼 ら

の 「や りが い」 に関 して、 もっ とも規定 力 が強 いの は 「学級 が好 き」 であ り、 続 いて2番 目、3番 目 に 「自

分 の 指導 で子 ど もの個 性 が育 つ」 「『学 級 集 団』 の なか で子 どもの個 性 が育 つ」 とな ってい る。 これ ら上 位

L
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表1や りがいに関する数量化理論集1類の分析結果《8要因》

〈小学校教師〉

要因

学級集団のなか
で子どもの個性
が育つ

自分の指導で子
どもの個性が育
つ

一 人一人と十分な

コミュニケーション

が 取れている

信頼されている
実感

今の学校がやる
気をもたらす雰
囲気

、い

、い

〈中学校教師〉

要因

学級集団のなか
で子どもの個性
が育つ

自分の指導で子
どもの個性が育
つ

一 人一人と十分な

:コミュニケーション

が取 れている

信頼されている
実感

今の学校がやる
気をもたらす雰
囲気

3つ は4番 目の 「学校 が や る気 を もた らす雰 囲気 」 か ら格 段 に高 い結 果 となって い る。5番 目は 「ゆ と り」、

6番 目以 降が 「教 育 者」 と して の現 状 で あ り、規 定 力 はか な り弱 い。 一番 低 い のが 「授 業が う まい」 で あ

る。

中学 校教 師 の結 果 は どうか 。す る と、一番 高 いの は 「『学 級 集 団』 で子 ど もの個 性が 育 つ」 が あ る。2

番 目には教 科担 任 制の 中学 校 だか らと もい える 「職 場 がや る気 を もた らす 雰囲気 」 が あるが 、3、4番 目

は 「学 級が 好 き」 「自分 の 指導 で子 ど もの個 性 が育 つ」 が数 値 的 には ほぼ並 ん でい る。5番 目か ら7番 目が

「教 育 者」 と しての 指 標で あ り、他 か らす る とか な り低 い結 果 に なっ てい る。 と くに、 「授業 が うまい」 は

「ゆ と り」 に次 いで2番 目に低 い。

これ らの 結果 を振 り返 って み る と、学 校段 階 や学級 ・教 科担 任制 の違 い を超 え て、 いか に 「学 級」 とい

う枠 組 みが 教 師た ち.の 「や りが い」 を支 えて いる かが わか る。教 師の 中心 的 な仕 事 で ある教 科指 導へ の 自

信 や子 ど も一 人 との人 間関係 とい った よ り具体 的 な実践 や 職場 環境 な どよ りも、 自-分の受 け持 つ クラ スが

好 きで ある か ど うか、 そ して、 「学級 」 の なか で 、 自 らの手 で、 子 ど もの 「個性 」 を育 て る とい う思 い こ

そが教 師 た ちを支 えて い る。

3)「 『学 級 集 団 』 の な か で子 ど もの 個 性 が 育 つ 」 と い う教 育 理 念

で は、 「『学級 集 団』 の なか で子 ど もの個 性 が育 つ」 と思 う教 師 は、 実際 どれ くらい い るの だろ うか。 表

2の 回答結 果 をみ て いた だ きたい 。す る と 「とて も思 う」 が小 学校 教 師で23.6%、 中学 校教 師24.8%、 「や

や思 う」 に小 学校 教 師で60.4%、 中学校 教 師で54.8%で あ り、 「とて も」 「やや」 を合 わせ る と共 に8割 の教

師が肯 定 して い る。 「あ ま り思 わない 」 はそ れぞ れ15.4%、2G.5%、 「ま った く思 わな い」 は0.5%、15%で
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表2学 級集団のなかで子どもの個性が育つ
単 位=%

集 団 ・個 性

学校段階

'と ても思う
やや思う あまり思わない まったく思わない D.K.,N.A. 全体(N)

小学校教師 23.6 60.4 15.4 0.3 0.3 100.0(687)

中学校教師 22.7 54.8 20.5 1.5 0.4 100工X454)

あ り、否 定派 は か な り少 数派 で あ る と言 え る。学 校段 階 を問 わず 、 「『学 級集 団』 の なか で子 ど もの個 性 が

育つ」 とい う言説 は 、一 つの教 育 理念 と して 、か な り行 き渡 った もの で ある とい え る。

なお 、 この 「『学 級 集 団』 の なか で子 ど もの個 性 が育 つ」 に関 しては 、教 師 の年 代 、性 別 とい っ た個 人

的 特性 や、受 け持 つ担 当学 年 、 クラス サ イ ズ との関連 は、 まった くとい っ てい い ほ ど確 認 され なか った 。

つ ま り、 「『学 級集 団』 のな かで子 ど もの 個性 が育 つ」 とい う考 え はあ る特定 の状 況 か ら生 み出 され る よ う

な もので は な く、 ま さに、 ひ とつ の教 育理 念 と して存 在 して い るのだ 。

また 、"学 級 集団 の な かで 育 つ子 ど もの 個性"、 とい う考 え方 は、"教 師が 育 て る子 どもの個 性"と い う

考 え方 と強 く結 びつ い てお り、 この両 者 の相 関係 数41は 学 校 教 師で0.344、 中学 校0.234を 数 えて い る。 こ

れ は、教 師が 子 どもた ちの 「個性 」 を育 て よ う とす る と き、学級 集 団の 力学 を介 した もので あ る こ との あ

らわ れで ある 。

この よ うに、子 ど もの"個 性"と い う思い が強 くあ る一方 で、教 師た ち は クラス に集 団の 凝集 性 を強 く

求 め てい る。「教 師 は学級(ク ラス)を ま とめ るべ きだ と思 い ます か」の 回答 結果 をみ る と、「とて も思 う」

と した の は小 学校 教 師 で4L9%、 中学 校教 師で405%で あ り、 「や や思 う」 と したの はそ れぞ れ5L2%と

50.0%で ある。 「とて も」 と 「や や」 をあ わせ る と、小 中学校 と もに9割 とい う圧 倒的 な数 字 を数 えて いる。

教 師の 意識 と して は、 自 らが ク ラス を まとめ てい くの は当然 の こ とだ、 とい った状 況で あ る。

そ して 、表3を みて い ただ きた い。 す る と、「『学 級 集 団』 の なかで 個性 が 育つ」 と考 える教 師 ほ ど、教

師 が主 体 とな って 「学級 を ま とめ るべ き」 であ る と答 える率 が 高 い こ とが わ か る。 「個性 」 を強 調 す る教

師 ほ ど、 ク ラスの凝 集性 を子 どもた ちに要 求 して いる。

で は、教 師 の も とめ る集 団 の凝集 性 とは、 い ったい どの よ うな もの な ので あ ろ うか 。 そ して、学 級集 団

内 では 、教 師 と子 ども集 団 の人 間関 係 の網 の 目は、 どの よう に交 差 され てい るの で あ ろ うか。

表3「 学級集団」のなかで子どもの個性が育つ と 教師は学級(クラス)をまとめるべき

小
学
校
教
師

中
学
校
教
師

あまり思わない

まったく思わない

あまり思わない

まったく思わない

」65

」55

49.0

64.5

28.6

とめる つ 二

で左い べ

68

86

286

00

00

143

鐙
αo
面

n∠

2

.

り
O

n
∠

:%

全体(N)
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3.教 師のく眼〉を通してみた学級集団

・1)子 ど も の 成 長 段 階 を変 数 と した分 析

そ こで 、教 師の く眼 〉 を レ ンズ と して教 師 と学級 集 団 との 関係性 をみ てい くこ とを通 じ、教 師 は子 ど も

の 「個 性」 を どの ように捉 えて い るの か を検 討 した い。

教 師た ちが受 け持 つ クラス の様子 を包括 的 に把握 す る ため に、 「一 人 ひ と りの個 性が 大事 に され て い る1

を含 めて 、以 下9つ の指標 を設 定 した。まず 、・「 ど の"・の よ どこ ろ ・ 日 となって い る 、で あ る。

これ は、 先 に 自由記述 の ところで多 くの教 師 が 目指 して い た"子 ど もた ち に とって所 属感 の あ る学級"と

な ってい るか どうか を、教 師 に評緬 して もらっ た もので あ る。 次 に、 「 ど た の §いい 」 は子 ど も

どう しの 関係 性 につ いて の指 標 で あ る。 「 .当 び に 主販 ・で る」、 「み ん なが規 則(き ま り)を 守 っ

てい る」 は 、学校 的 な規律 が行 き渡 って い るか をみ る もの であ る。 「 と って い る」 「家族 の ような雰 囲

気 翅 」 は 、.学級 全 体 の雰 囲 気 につ い ての 指標 で あ り、 「 ど た と の ミよい 」、 「先 生 鋤

こ と 直 に い て い る」 は教 師一 子 ども集 団 の 関係 の状 態 をは か る もの であ る。 しか し、 「仲 が よい」

が よ り情緒 的 な側 面 を持 つの に対 し、 「素 直 に言 うこ とを き く」 は よ り規律 的 な側 面 を表す もので あ る。

まず、教 師の学 級 に関 す る意識 を確 か め てお きた い。 表4は 「9つ の項 目の うち、学級 に一番 重 要 だ と

思 う こと をあげ て くだ さい」 の結 果 を表 した もので あ る。.する と驚 くべ きこ とに、 その 回答 パ ター ンは子

ど もの成 長段 階 ・学校 段 階 の違 い を超 えて 、か な り似 通 っ てい る。 「『学 級集 団 』の なか で子 ど もの 個性 が

育つ 」 の理念 の結 果 と同様 、学級 とはか くあ るべ きとい う教 師 の意 識 のあ りか た は、学 校段 階 や子 ど もの

成長 段 階 にま った く左 右 されな い もので あ る こ とが わか る。

4学 級に一謬曝 覇だと思うこと

どころ・居

場所に
なってい

る

個性が大

事にされ
ている

まとまって
いる

勉強 ・学
びに積極

的である

規則をみ
んなが

守つてい
る

子どもた

ちの仲が
・よい

素直に言

うことをき
いている

先生と子
どもたち
の仲がよ

い

家族のよ

うな雰囲
気がある

D.K,NA 計(N)

小学校低学年 41.0 20,2 1.6 6.9 0,5 128 1.6 8.5 59 1.1 100.0(188)

小学校中学年 34.1 22.7 t1 7,6 4.3 11.9 2.2 10.3 4.3 t6 1000(185)

小学校高学年 41.7 22,1 t7 5.0 17 15.4 0.8 7.1 3.3 1.3 100心(240)

中学校 41.0 17,8 3.3 6.6 t4 14.2 19 5.7 5.2 2,8、 100,0(422)

(小学校担任なし) 45.1 22.5 0,0 5.6 0⑩ 0ρ 2,8 8.5 4.2 7ρ
■
100.0(71)

(中学校担任なし) 61.5 1t5 OO 7.7 0ρ 0,0 00 0.0 0ρ 7,7
■
100.0(25)

r》KNA 333 111 00 00 00 00 00 11.1 0.0 444
■
1000(9)

計(N)14α712αOi2ゆ10411711.711717314β12711准00(桝1)

で は、 学級 におい て一 番教 師 た ちが 重視 す る点 は何 なのか をあ らため てみ て みる と、学 級 が 「心 の よ り

どころ ・居場 所」 であ る ことが 一番重 要 だ とす る教 師 は、4割 、 「個性 が 大事 に され る」 ことだ とす る教 師

が2割 、 「子 ど もど う しで 仲が よい」 こ とは1割 とい う具 合 であ る。 小 学校 低学 年 か ら中学校 まで 、学 級 は

子 ど もが 主人 公 の場 であ る こ とが 重要 で ある とす る教 師 の思い は一 貫 して 変 わ らない よ うだ。

で は、 一方 の子 ど もた ちは、教 師 の眼 か らみ て どの よ うに変 化 してい るの で あ ろ うか 。 その結 果 は表5

に示 してあ る5)。 概 略 的 に説明 す る と、子 ど もの成 長 と共 に順 々に下 降 す るの は、 「居 場 所 とな ってい る」

「個性 が 大事 に され てい る」 「勉 強 に積 極 的」 「家 族 の よ うな雰 囲気 」 の4つ で あ る。小 学 校 の あい だで 変

化 はな いが、 中学 校 に なる と10ポ イ ン ト以上 下 が るのが 「規 則」 「ま と.まり」 「先生 と子 ど もた ち の仲が い

い」 「素 直 に言 う こと を きい てい る」 で ある。

なお、 担 当学 年が 上が る につ れて教 師一 子 ど も関係 に関す る もの や勉 強 ・規 則 とい った学 校規 律 に関す

る もの の数 値 が下 が っ てい くの に対 し、 「子 ど もた ち の仲 がい い」 とい う純 粋 な子 ど も同士 の 関係 に は ほ

とん ど変 化が み られ ない 。
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表5子 どもたちの成長段階と学級集団の様子

単位:%
'て はまるか

成長段
とてもあてはまそややあてはまる

あまり

あてはまらない

まったく

あてはまらない
D,KNA 計(N)

居 場 所 と
なっている

小学校低学年 5.9 77.1 16.0 00 t1 1000(188)
小学校中学年 49 73.5 211 00 0.5

11000(185)

小学校高学年 50 696 246 00 08
■
1000(240)

中 堂 ‡右 45 581 299 14 14 1000で422)

計(N) 49 670 245 06 30 100(1035)

個 性 が 大
事にされて
いる

小学校低宇年 90 782 117 00 11 100(188)
小学校中学年 7.6 71,4 20.5 00 0.5

■

100(185)
小学校高学年 104 650 238 00 0.8

■
1000(240)

中学1囑 45 571 320 320 05 1000`422)

計(N) 72 653 243 02 29 100(1035)

ま とま っ て

いる

小学校低学年 9.0 78,2 11,7 00 1」 100(188)
小学校中学年 7.6 714 205 00 0.5 100(185)
小学校高学年 104 650 238 00 08

■
1000(240)

中学1睦 64 533 329 14 59 1000`422)

計(N) 61 632 265 14 28 100〔1035)

勉強に積極
的である

小学校低学年 138 729 122 00 t1'

小学校中学年 10.3 654 22.2 1」 1」 Hllgl霧
小学校高学年 6.7 629 271 25 0.8 100(240)

中掌1慶 64 533 3ク9 14 59 1000`4ク2)

計(N) 85 613 259 14 30 100(1035)
1

みんなが規
則(き まり)
を守ってい
る

小学校低学年 8.0 74.5 16.5 0.0 1.1 100(188)

小学校中学年 9,2 659 24.3 0.0 0.5 100(185)

小学校高学年 7,5 7t3 20.4 0.0 0.8

■

100(240)
・中 学 校 57 623 251 12 57、

■
1000(422)

計(N) 7.1 67.2 223
　

0.5 2.8 100(1035)
1

子どもたち
の仲がよい

小学校低学年 13.8 74.5 10.1 0.0 1.6 100(188)

小学校中学年 13.0 72.4 13.5 0.5 0.5 100(185)

小学校高学年 18.8 683 121 0.0 0.8 100(240)

中学校 130 640 161 12 57
■
1000(422)

計(N) 14,5 68,4 13,6 06 2.9 100(1035)
1

先生の言う
ことを素直
にきいて㌻
る

小学校低学年 29.3 66.5 3.2 OD 1.1 100(188)

小学校中学年 26.5 66.5 6.5 0.0 0.5 1100(185)
小学校高学年 22.9 68.8 7.5 0.0 0.8 100(240)

中学校 130 640 161 12 57
■
1000(422)

計(N) 19.5 67.7 9.8 02 0,2 100(1035)

先生と子ど
もたちの仲
がよい

小学校低学年 18.6 75.5 4.8 α0 1」 100(188)
小学校中学年 189 69,7 10,8 0.0 0,5

1

100(185)

小学校高学年 15.4 72.9 10.8 α0 0.8
■

100(240)

中学校 104 649 178 09 5.9
■
1000(422)

計(N) 14.6 69.6 12.6 0.4 2.9 100(1035)
1

家族のよう
な雰囲気が
ある

小学校低学年 9.0 58.0 29,8 1.6 1.6 100(188)

小学校中学年 9.2 54.1 33.0 2,2 t6 巨00(185)
小学校高学年 83 433 42.9 4.2 13 100(240)

■

中学校 55 379 436 81 59 1000(422)

言十(N)■74145.3139.OI4913.311100(1035)

(注)1.学 級担任をしていないサンプルを除いてある。
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2)教 師 と 「小 学 校 ・低 学 年 」 の 学 級 集 団

こ こか ら、9つ の項 目の 相 互 関連 をみ て い き、子 ど もた ちの様 子 と教 師一 子 ど も関係 の実 態 、そ して教

師た ちの 意識 を探 ってい く。 最初 に 、小学 校低 学 年 の学級 集 団で あ る。表6は そ れ ぞれ の指標 ど う しの相

関表 であ り、 図iは 全 体像 を把 握 しや す い よ うに、あ くまで便 宜 的 に0.4以 上の 相 関 を実線 、0.5以 上 の相 関

を太線 で 表 した もの であ る。分 析 記述 の方 法 と して は、最 初 に相 関 図表 か らわか る全 体的 な状 況 を説 明 し

たあ とで 、そ れぞ れ の状 況 下 にお け る 「個 性」 の とらえ られ方 につ いて検 討 してい くこ とに したい。

まず 、 「小 学校 低 学 年」 で あ る。 図1を みて い た だ きた い。 「先生 と子 どもた ちの仲 が い い」 「子 ど もた

ちの 仲が い い」 「先生 の 言 うこ とを素直 に きいて い る」 の3つ が 互 い に0.5と い う高 い相 関 で結 びつ い てい

る。 この3角 形 が低 学年 の学 級 集 団の 中核 的 な要 素な の だ。 「素直 に言 うこ とを き く」 こ と と 「先生 と子 ど

もた ちの仲 が いい」こ との相 関の 強 さは、教 師 た ちが 子 ど もた ち と情緒 的 な 関係 を重視 す る こ とに よって、

自 らの指 導者 と しての 基盤 を築い て い る こ とを示唆 して い る。 そ して 、「子 ど もた ちの仲 が よい」 は 「ま

と まって いる」 と結 びつ いて い る。 小学 校 低学 年 にお い て、 ク ラスが 「ま とま ってい る」 とば主 に子 ども

た ちが仲 良 く して い る様 子 を さ してい る よ うで あ る。

次 に、教 師 と子 どもた ちの 関係 性 につ い て詳 し く見 て み よ う。 「先 生 と子 ど もた ちの仲 が い い」 は 「家

族 の ような雰 囲気」 とも高 い相 関 関係 に ある。 なお、 「素 直 に言 う こ とを き く」 と 「家 族 の よ うな雰囲 気」

の相 関は あ ま り高 くない 。つ ま り、 小学 校低 学 年 にお い て は、 「家族 の よ うな」 とい う親 密 さをあ らわす

メ タフ ァーは あ くまで情 緒 的 な一 体感 を指 す もの で あ り、 教 師 と子 ども集 団 のあ い だの権 威的 な上 下 関係

を示 す もので は ないの で ある。

図1教 師からみた「小学校 ・低学年」の学級集団

O.452

0499

素直に言う二と
をきいている

まとまっている
子どもたち
の仲がいい

0.50霊

0.526

先生と子どもた
ちの仲がいい

α500

家族のような
雰囲気がある

次 に、 「まと まって い る」 に関 して さらに詳 しくみ て み よ う。 表6で み る に、 「子 ど もた ちの 仲 がい い」

の次 に相 関が 強い の は 「先 生 と子 ど もた ちの仲 が い い」 で あ る。 この上 位 二 つ は情 緒 的 な人 間関係 を指 す

もの であ る。 しか し、 「規 則(き ま り)を 守 って い る」 「素直 に言 うこ とを き く」 「勉 強 に積 極 的」 もそ れ

ぞれα35以 上 の相 関 が ある 。情 緒的 な 雰囲 気 の中 で、 子 どもた ちが学 校 に適 応 し、学 校 的 な もの を学 びは

じめ てい る様子 を窺 い知 る こ とがで きる。

で は子 ど もの 「居場 所 」 と して の学 級 は教 師た ちに ど う受 け取 られ て い るの だ ろ うか 。0.4以 上 の相 関

は ないの で表6を み る と、03以 上 の相 関が あ る のが 「家族 の よ うな雰 囲気」 「先 生 と子 ど もた ちの仲が い

い」 「子 どもた ちの仲 が いい」 で あ り、3つ の数値 に大差 は ない。 な お、 「居場 所 に なっ てい る」 と 「規 則

をみ ん なが守 ってい る」 の有 意 な相 関は ない 。学級 集 団 に規律 が行 き届 いて い るか とは関 係 な く、 クラス

全体 の情緒 的 な雰 囲気 が子 ど もに とっての 「居 場所 」 に結 びつ くと教 師 た ちは捉 え てい る よ うで あ る。

以 上 の よ うな状況 の なかで 、教 師 た ち は低学 年 の子 ど もの 「個性 」 をど うみ てい るの か 、「個 性 が大 事

に され て い る」 か ら検討 して み よ う。 す る と、0.3以 上 の相 関 が あ る ものが な く、 決 定的 な因子 は みつ か
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表6教 師からみた「小学校・低学年」の学級集団

舗 諒 塩 ぞ1、隷 躍 紫 野 まとま。て、、る 触 ・学びに龍 みんなが矧 ・き子どもたちの仲が 先生の言う・とを
る いる 的である まり)を守っている よい 素直に寺いている

先生と子どもたち
の仲がよい

家族のような雰匪
気がある

.

朧 繰1ξ 場 ＼ ・・1・・一296**α213…1・ ・ …4**α231** 0344ま* 0.323**

溜 蝋 響 ・218**＼ .・271**・162・ ・158・ ・246…123
0270** 0.201**

・・ま・てい・ ・296**・271**＼.・355**・374**・ …*一366**. 0.384** Q.314**

勉強響 極的・ ・213**・162・ ・355**＼ …5料 ・275**・375** 0.306** α261**

　 奪禦 騨 ・1…158・ ・374・一 ・・5**＼ …5**・372**
0.241** 0,03フ

… た・一 ・・鵬 ・246**・452**・275**…5**＼"・ ・9牌 0.526**. 0.387**

先生無 響 ・23….・ ・23・366**・375*一372*一499**＼
0.5力** 0.284**

先生と轍 をちの仲 α344**α270**α384**α306率 ・ α241**α526**α571** ＼ 0.500**

家震のような雰囲気0
.323**0.201**0.314**0.261**.0.0370.387**0.284**がある

、

0.500** ＼
(注)1.ピ アソンの 積率 相 関係数 を用 いた。**の 相 関係 数 は1%水 準 で有意(両 側)*は5%水 準 で有 意 。

2,そ れ ぞれ の指 標 はいず れも1か ら4の 数 字 をあては めた。

3.分 析 に使 用 したどちらかの 要 因に無 記入 のあるサンプル は除外 した。

4.表7～9も 同様 である。

らない。 ただ 、特 筆す べ き特 徴 と して 、 「先生 の言 うこ とを素 直 に きい てい る」 とめ 有意 な相 関 が ない こ

とを挙 げてお く。 子 ど もめ 「個」 と しての存 在 は、 指導 者 と しての教 師 に従 順 であ る か ど うか とは独 立 し.

てい る だ と受 け取 られ てい る。 あ くまで も"暖 か く包み 込 む空 間"を 用 意す るのが小 学 校低 学年 担 当教 師

の役割 の ホうだ。

3)教 師 と 「小 学 校 ・中 学 年 」 の 学 級 集 団

さて、.次は小学 校 中学 年.の学級 集 団で あ る。低 学 年で"学 校 、学級"と は どん な とこ ろか を学 ん だ子 ど

もた ち に、教 師 は どの よ うな指 導 を行 ない、教 師一 子 ども集 団 の関係 は どの よ うに変 化す るので あ ろ うか 。

図2を み る と、相 関 図 が よ り複雑 な も.のに な って い るの が 一 目で わか る。 子 ど もた ちが成 長 す る こ とで 、

教 師 め学級 統 治が ホ りシステ マチ ック にな ってい る ので ある。

図2赦 価からみた「小学校 ・中学年」の学級集団

遍匝嗣神

〆
素匿に言うこと
をきいている

銀族のような
雰囲気がある

0.439

{

0.443

O.652

0529

子どもたち
の仲がいい

0.439

0.491

先生と子どもた
ちの仲がいい

0,562

O.420
まとまっている

O.411

規則・きまり
を守っている
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まず、 「先 生 と子 ど もた ちの仲 が い い」 「子 どもた ちの仲 が い い」 「素 直 に言 うこ とを き く」 が0.5以 上 の

相 関 で互 い に強 く結 びつ い てい るの は低 学年 と同 じであ る。教 師 一子 ど も集 団 の一体 感 が核 とな ってい る

ことは、 まった く変 わ って いな い。 しか し、教 師 」子 ど も関係 にお いて 、い くつ か の相違 点 も認 め られ る。

まず 、 「家族 の よ うな雰 囲気 」 と 「素 直 に言 うこ とを き く」 「規則 をみ んなが 守 って い る」 の二 つ との相 関

が、 飛躍 的 に強 ま ってい る。 「家族 の よう な」 とい うメ タフ ァー は、 よ り教 師 中心 の規 律 が保 た れ てい る

状 況 を指 す もの とな ってい る。 また、 「素 直 に言 うこ とを き く」 と 「ま とま ってい る」 の相 関 も0.366か ら

0.491と 強 まっ てい る。 情緒 的 な雰 囲気 とい え ど、 よ り教 師主 導 型 の凝 集性 にな っ て きて い る こ とが うか

が える。子 ど も集 団が 教 師主体 の統 治 下 にあ る こ とをは っ き りと示 す デ ー タで あ る。

教 師 一子 ど も関係 だ けで な く、子 ど もた ちの勉 強 面 に 関 して も大 きな変化 が 生 まれ て い る。 「子 ど もた

ちの仲 が い い」 と 「勉 強 に積 極 的」 の相 関係 数 は0.275か ら0.404へ と上が って い る。子 ど も どう しの仲 の

よさが ク ラス全 体 の 「勉 強、 学 び」 に生 か され てい る。 低学 年 で クラス の凝 集性 、「ま と ま り」 とは どの

ような こ とか を学 ん だ こ.とが 、 中学 年 の学 び の形態 に結 びつ いて い る と もい え よう。

「居場 所 に な って い る」 に関 して は、表7で み るに 、相 関が 高 い順 か ら 「ま とま って い る」 「家族 の よ

うな雰囲 気」 少 し下が って 「子 ど もた ちの 仲 がい い」 とい う具 合 であ る 。 「居 場 所 に な って い る」 と 「ま

とまって い る」 の相 関係 数 は、 低学 年 の0.296か ら0.389と 約0.1上 が ってお り、教 師が 引 っ張 る学 級 集団 の

凝 集性 の な か に子 ど もの"居 場 所"が あ る とい う意識 が 読 み取 れ る。.それ は、低 学 年で は 有意 な相 関が な

か った 「居 場 所」 と 「「規 則 をみ ん なが 守 っ てい る」 の相 関が0.169と 現 れ た こ とに も裏 付 け られ てい る。

そ して以 上 の文脈 か ら、子 ど もた ちの 「個 性」 の 受 け取 られ方 につい て検 討 しよ う。 「個性 が 大事 に さ

れて い る」 と他 の項 目との相 関値 をみ る と、子 どもた ちの勉 強 、教 師子 ど も一関係 の両 面 にわ た って低 学

年 と大 きな違 いが あ る。 まず 、 「個性 」 と 「勉 強 に積 極 的」 の相 関が0.162か ら0.39豆と飛 躍 的 に強 くな って

い る。 中学年 で は、勉 強 が で きる雰 囲気 が あ る こと と、 一 人 ひ と りの"個 性"が 大事 に され る ことが よ り

連 動 しやす い状 況 が あ る。 また、教 師一 子 ど も関係 に お いて は、 「個 性 が大事 に され てい る」 と 「素直 に

言 う こ とき く」 に関 して 、低学 年 の有 意 な相 関 な しか ら0.270へ と変化 してい る。

表7教 師からみた「小学校・中学年」の学級集団

むのよりど.こう'

居場所となってい

る

一人ひとりの個惟

が大事にされて
いる

まとまっている
勉強・学びに積極

的である
みんなが規則(き
まり)を守っている

子どもたちの仲力
よい

先生の言うことを
素直にきいている

先生と子どもたち
の仲がよい

家銭のような雰囲
気がある

心のよりどころ・居場
所となっている ＼ 0.285** 0.389** 0.285** 0.169* 0.325** 0.271** 0.279** 0.384**

一人ひとりの個性が

大事1二されている
0.285** ＼ 0.329** 0.391** 0.27** 0.366** 0.270** 0.233** 0,292**

まとまっている 0.389** 0.329** ＼ 0.366** 0.411** α562** 0.491** 0.420** 0.439**

勉強・学びに積極的で
ある

0.285** 0.391** 0.366** ＼ 0.264** 0404** 0.413** 0.274** 0.319**

みんなが規則(きまり

を守っている
0.169** 0.270** 0.411** 0.264**' ＼ 0.390** 0.335** 0.382** 0.308**

子どもたちの仲がよし 0.325** 0.366** 0.562** 0.404** 0.390** ＼ 0.518** 0.529** 0.443**

先生の言うことを素直
にきいている 0.271** 0.270** 0.491** 0.413** 0.335** 0.518** ＼ 0.652** 0.512**

先生と子どもたちの仲
がよい 0.279** 0.233** 0.420** 0.274** 0.382** 0.529** α652** ＼ 0.556**

家該のような雰囲気
がある 0.384** 0.292** 0.439** 0.319** 0,308** 0.443** 0.512** 0.556** ＼
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4)教 師 と 「小 学 校 ・高 学 年 」 の 学 級 集 団

小学 校 高 学年 の学 級 集 団 につ い て、 図3を み る と、「先 生 と子 ど もた ちの仲 が よい」 「子 ど もた ち の仲 が

よい」 「素直 に言 うこ とを き く」 が互 い に強 く結 びつ い て いる ことは 、低 学年 か ら一貫 したパ ター ン と し

て変 わ って い な い。 そ して 、 中学 年 と同 じパ ター ン と して は,「 家族 の よ うな 雰 囲気 」 と 「素 直 に言 うこ

とを き く」 の 問 の相 関が強 く、教 師主 体の 情緒 的 な凝 集性 があ.るこ とであ る。

高学 年 にな って の特 徴 と して は、 「素 直 に言 う こと を き く」 と 「規 則(き ま り)を 守 ってい る」 の 間 の

相 関 が低 学 年 、 中学 年 よ りも約0.1高 くな って い る。 規 則 を守 らせ る とい う点 に おい て 、教 師 と子 ど もた

ちの関係 が よ り規律 的 に な っそ きてい る。

図3教 師からみたr小学校・貰学年」の学級集団

心のよりどころ

居鳩所となって
いる

.402

まとまっている

0.405

0.440

O,4540439

勉強・学びに
積極的である

先生と子どもた
ちの仲がいい

O.606

0.533

α404

素癒に言うこと
をきいている

0430

o.459

家族のような
雰囲気がある

0.436

0.453

子どもたち
の仲がいい

規則 ・きまり

を守っている

o.404

.では
、 集 団全 体 の雰 囲気 と しては どうか 。 「ま とまっ てい る」 を中心 にみ てみ る と、 一番 相 関値 が 高 い

の が 「素直 に言 うこ とを きく」 で あ り、次 点が 「勉 強 に積 極的 」 となっ てい る6低 ・中学 年 で は 「ま とま

ってい る」 は 「子 どもた ちの仲 が いい 」 との相 関が 一 番高 か った こ と を考 える と、 これ は大 きな変 化 であ

る。 よ り.、教 師 主導 型 での 凝集 性で あ る とい う認識 が顕 著 にな って いる こ とに加 え、 子 ど もた ちが 勉 強で

きてい る こ とが 「まと ま り」の ひ とつ の大 きな条件 とな って きて い る。反 対 に、子 ど も同士 の親密 さにつ

いて、 「子 ど もた ちが仲 が い い」 と 「ま とま ってい る 」の 相 関値 を比 較 す る と、低 学 年か ら0.452、0562、

そ して高 学 年で0.358、 とい う具合 で 高学 年 にな り急 に弱 ま って い る。高 学 年 の学 級 集 団 は、 よ り、教 師

が 中心 となっ たか た ちで ク ラス が ま とまっ てい る。

で は、 「居 場 所 にな って い る」 につ い て、 高学 年 担 当の 教 師 は ど うみて い るの か。 す る と、 ここ.でも高

学 年で 教 師 一子 ど も関係 が 大 き く変 化 した こ とが か い ま見 え る。 「素 直 に言 うこ とを き く」 が他 のす べ て

の項 目 をお さ え、』相 関値 が 一 番高 い 。 これ は 、低 学年 ・中学 年 で は なか った パ ター ンであ る。 また、 「居

場所 」 と 「先 生 と子 ど もた ちの仲 が いい 」 「子 ど もた ちの仲 が いい」 の二 つ のそ れ ぞれ の相 関値 を比 べ て

み る と、0.405と0.271で あ る。高 学 年担 当 の教 師 は、 子 ど もた ち ど う しの 関係 性 よ り、教 師 との関係 性 の

ほ うが子 どもの 「居 場 所」 を規 定 して い る とい う認 識 が強 い ようだ。 これは 、教 師 と子 どもの 間に精 神的

な溝 が 生 まれ てい る こ とを示唆 してい る。

最 後 に、 「個性 」 につ い てで あ る。改 め て表8の 「個 性 が大 事 に され てい る」 の列 を確認 す る と、 「居場

所 に なっ て いる」 「ま と まっ てい る」、 「先生 と子 ど.もた ちの 仲が いい」 とほ ぼ並 ん で 「素直 に言 う こ とを

きい てい る」 が0.359を 数 えて い る。 この 「素 直 にい うこ と を き く」 と 「個 性」 の相 関係 数 は、 低 学 年が

相 関 な し、 中学 年 が0.270で あ った 。子 ど もが 成長 す る に したが っ て、教 師 の意 識 の なかで 、"子 ど もの個

性 を大事 に して吟 る こ と"と"子 どもを教 師 に従順 に させ るこ と"を 混 同 しやす くなっ てい る。 また、勉
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強 面で は 、 中学年 にお いて は 「個性 」 と 「勉 強 に積 極 的」 の あい.だで0.361あ った相 関 が高 学 年で は0.190

と格段 に弱 まって い る。 よ り教 師主 導型 の学 級 集 団で あ る ことが顕 在化 してお り、 クラス全 体が 勉 強へ と

向 か う雰囲気 が あ る こ とと、一 人ひ とりの個性 が大 事 に され る環境 が あ る ことの連動 が難 し くな ってい る。

表8教 師からみた「小学校・高学年」の学級集団

心 の♂:リζ」6'

居場所となってい

る

一人ひζリの倒旺

が大事にされて
いる

まとまっている
勉強・学びに積極

的である
みんなが規則(き
まり)を守っている

子どもたちの仲力
よい

先生の言うことを
素直にきいている

先生と子どもたち
の仲がよい

家族のような雰囲
気がある

心のよりどころ・居場
所となっている ＼ 0.385** 0.394** 0.282** 0.287** 0.271** 0.439** 0.405** 0.393**

一人ひとりの個性が

大事にされている
0.385** ＼ 0.361** 0.190* 0.284** 0.294** 0.359** 0.394** 0.335**

まとまっている 0.394** 0.361** ＼ 0,440** α389** 0.358** 0.454** 0.402** 0,395**

勉強・学びに積極的で
ある

0.282** 0.190** 0.440** ＼ 0.321** 0.249** 0.367** 0.319** . 0.287**

みんなが規則(きまり)

を守っている
0.287** 0.284** 0.389** 0.321** ＼ 0.400** 0.458** 0.294** 0.349**

子どもたちの仲がよし 0.271** 0.294** 0,358** 0.249** 0.400** ＼ 0.436** 0.404** 0.430**

先生の言うことを業直
にきいている

0.439** 0.359** 0.454** 0.367** α458** 0.436*零 ＼ 0.606** 0.459**

先生と子どもたちの仲
がよい

0.405** 0.394** 0.402** 0.319** α294** 0.404** 0.606** ＼ 0.533**

家族のような雰囲気
がある 0,393** 0.335** 0.395** 0.287** 0,349** 0.430** 0.459** 0.533** ＼

5)教 師 と 「中 学 校 」 の 学 級 集 団

最 後 に、 中学校 の学 級 集 団で あ る。 どの ような違 いが 学校 段 階の差 異 に よっ て もた ら され るの か。 図4

をみ る と、「先 生 と子 ど もた ちの仲 が い い」 「子 ど もた ちの 仲が いい」 「素直 に言 う こ とを き く」 の相 互関

連 が 高 いの は まっ た く変 わ らず 、小学 校低 学 年 か ら一貫 したパ ター ンで あ る。子 ど も集 団 と教 師 の密 着性

の 力学1ヰ、学校 段 階 、教 科 ・学 級担 任 の違 い を問 わ ない もの であ る ことが わか る。 しか し、 「家族 の よ う

な 雰囲 気 が あ る」 と 「素 直 に言 うこ とを き く」 の相 関 は 、0.5前 後 だ った小 学 校 中学 年 、高 学 年 か らす る

と0.360と 落 ち てい る 。子 ど もの成 長 に と もな って 、子 ど もた ちが教 師 に従 順 で あ る こ と と、.クラス が家

族 の よ うな情 緒 的 な雰 囲気 に包 まれる こ との両 立が 難 し くな って きて いる。 学級 全体 で み る限 り、教 師一

子 ど も集 団の 関係 性 は 、規律 的 な もの と情 緒 的 な もの がや や乖 離 してい る よ うで あ る。 それ は、 「み ん な
'が規 則(き ま り)脅 守

っ てい る」 と 「素直 に言 う こ とを き く」 の 相 関が0.481と よ り強 くむす び つ いて い

るこ とに も表れ て いる。

「ま と まって い る」 は 、 「子 ど もた ち の仲 が よい 」 と 「先 生 と子 ど もた ち の仲 が よい」.との あ い だで0.

5以 上 の相 関 を数 え て いる。 次 に 「素直 に言 う こ とを き く」 「家族 の ような雰 囲気 」 が0.4以 上 あ る。子 ど

もど う し、教 師一 子 ど も問 の つ よい密 着 性 が 「ま とま り」 で あ る。 小学 校高 学 年 と比 較 す る と、「み んな

が 規則(き ま り)を 守 っ て いる」 は0.4弱 の値 を保 って い るが 、 「勉 強 に積 極的 」 は0.440か ら0.286と 下 が

ってお り、 中学校 の"ま と ま り"と は 、勉 強 的 な ものの 色合 いが 薄 ま ってい る。

「居 場所 とな って い る」 に関 して は、 「家 族 の よ うな雰 囲気 」 と 「個性 が 大事 に されて い る」 そ れぞ れ

との 間 に0.5弱 の相 関 が あ る。小 学校 よ り も強 い相 関で あ る。 反対 に低 い もの を表9で み る と、 「み ん 奪が.

規 則(き ま り)を 守 って い る」0.玉55、 「勉 強 に積 極 的 」0.199、 「素直 に言 うこ.とを き く」 で0.27rで あ る。

学 校 の規律 的 な もの と、子 ど もた ち に とっての 居場 所 が よ り乖 離 した もの とな ってい る。 暖か く、子 ども

の 自由が ゆ る され る空 間 を"子 どもた ち に とって の居 場 所"だ と捉 えてい る。 しか し、 「個性 が 大事 に さ

れて い る」に肯定 した中学 校教 師 は全 体 の約6割 に とど まって い る。小 学校 低 ・中 ・高 学年 では順 に約9割 、
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図4敏 師からみた「中学校」の学級集団

規則・きまり

を守つている

0.48¶

素直に言うこと
をきいている

0,589

O.465
0,445

0.503

まとまっている

先生と子どもた
ちの仲がいい

0.561

0.402

0.478

心のよりどころ
居場所となって
いる

0.467

0.454

療族のような
雰囲気がある

子どもたち
の仲がいい

0.4↑3 0.422

0.494

一人ひとりの

個性が大事
にされている

8割 、7割 であ り、m%ず つ 落 ちて い る。ま た、 「家 族 の よ うな雰 囲気 」 に も同様 のパ ター ンがあ り、中 学

校 教 師で 肯定 した率1ま半 数 に も満た な く、全 体 の約4割 であ る。 この二 つ は、9項 目の なかで 落 ち方 が もっ.

とも激 しい も.ので あ る。 つ ま り、中学 校 に もなる と、学級 が 子 どもた ちの"居 場 所"と して存在 す る土 台

が どん どん な くな って きてい るQ

「個性 が 大事 に されて い る」 に つい て は、 「勉 強 に積 極 的」 との相 関 が晶 番低 い 。 ク ラス全 体 が勉 強 に

向 か う雰 囲気 を持 つ事 と・子 ど もの"個 性"が 尊 重:され る環璋 の 両立 が され に くい の は・小 学校 高学 年 と

.同 じベ ター ンであ る。教 師一 子 ど も関係 でみ る と・ 「先生 と子 ど もた ちの仲 が よい」 「子 どちた ちの仲 が よ

い 」双 方 に 同 じく らい 、0.4弱 の 相関 が あ る。 そ して 、.「素直 に言 うこ とを き く」 との 相 関 は0.3弱 、「ま と

ま ってい る」0.4弱 とい う相 関が あ る。

..表9..教師からみた「中学校」の学級集団

む のよリζ一6●

居場所となってい

る

一人ひとりの倒往

が大事にされて
いる

.

まとまっている

.勉強・学びに積極

的である
みんなが規則(き
まり)を守っている

子どもたちの仲が
よい

先生の言うことを
「素直にきいている

先生と子どもたち
の仲がよい

家族のような雰匪
気がある

心のよりどころ・居場

所となっている ＼ 0.368** 0.368** 0,199** 0.159** 0.388** 0.2フ1** 0.348** 0.467**

一人ひとりの個性が

大事にさμている.
0.494** ＼ 0.385** 0.218* 0.279* α375*素 0.298** 01368** 0.422**

まとまっている 0.368** 0,384** ＼ 0.286** 0.376** 0.561** 0.465** 0.503** 0.454**

勉強・学びに積極的で
ある

0.199** 0,218** 0.286** ＼ 0.324** 0.277** 0.289** 0.280** 0.257**

みんなが規則(きまり)
を守っている

0.159** 0.276** 0.376** 0.324** ＼ 0.344** 0.481** 0,346** 0.233**

子どもたちの仲がよい 0,388** 0.375** 0.561** 0.277** 0344** ＼ 0.445** . 0.492** 04.13**

先生の君うことを素直
にきいている 0,271** 0.298** 0465翠* 0.289** 0.481** 0,445** ＼.0.589** 0,360**

姓 と子どもたちの仲
がよい 0.348** α348** 0.502** 0.280**・ 0.346** 0.492** 0.589** ＼ 0.478**

家族のような雰囲気
がある

.0
.467** 0.422** 0.454** α257*象 0.233**. α413** 0.360** 0.478**・ ＼
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6)「 集 団 」 の 凝 集 性 と子 ど も た ちの 「個 性 」

教 師 の学級 意 識 、理 念 は担 当学 年 、学 校 段 階 を通 じて違 い は ま った く、 「子 どもが主 人 公 であ る学 級 に

したい」 とい う思 い は小学 校 低学 年担 当教 師 か ら中学校 教 師 までみ なお な じで あ つた。 しか し、 これ ら4

つの段 階 それ ぞ れで教 師一 子 ども集 団の 関係性 を掘 り起 こ して みる と、 人 間関係 の網 の 目はそ れぞ れ に違

う様相 をみせ 、 どの ような状 態が 「子 ど もの個 性 が 大事 に され てい る」 とされ るか はい くつ か の相違 点 が

確 認 され た。 そ して今 回,子 ど もの成 長段 階 を変 数 と して、 そ れぞ れの段 階 にお ける教 師一 子 ども集団 の

関係 を分析 して い くなか で以 下の こ とが明 らか にな った。

教 師 た ちが強 く求 めて い た"集 団性"「 まと まっ てい る」 とは どの よ うな状 況 だ ったの か を振 り返 って

み る と、子 ど もの学 年が 上が る につ れて 、 「子 ど もど う しが仲 が よい こ と」 をさ してい た ものが 、 「教 師 の

言 うこ とを きい てい る従順 な集 団」 を さす もの に変 化 して いる。教 師主 導型 の 色合 いが どん どん と濃 くな

り、子 ど もた ちが勉 強へ とむ か う雰 囲気 や 規則 を守 ってい る こ と とも結 びつい て きて い る。

小 学校 低学 年 の子 ど もた ちは 、 「学 校 」 に慣 れ て い く段 階で 、教 師 、 そ して子 ど もど う しの情緒 的 な一

体 感 を学 ん でお り、 中学年 で は その 一 体感 が 「学 び」 へ と有 機 的 に結 びつ いて い る。 あ る面 か らみ る と、

この 「中学 年」 とい う段 階が教 師 の思 い と子 ど もた ちの順 応 が合 致 した 一番 幸福 な時代 であ る よ うに思 わ

れ る。

しか し、小学 校 高学 年 では そ の よ うな教 師一 子 ど も集 団の 関係 は保 ちづ ら くな ってい る。 集 団の まと ま

りが教 師 中心 で規律 的 に なっ てい くなかで 、教 師 と子 ど もた ちの あ いだ に精神 的 な溝 が生 まれ始 めて い る。

中学校 段 階 にお い て も、 「先生 と子 ど もた ちの 仲 がい い」、 「先生 の 言 うこ とを素 直 に きい てい る」、 「ま と

ま ってい る」 学級 が 中学校 にな って急 に10ポ イ ン ト減 ってい る こ とか ら もわか る よ うに、教 師 と子 どもた

ち との溝 は深 くなって い る ようで あ る。

で は一方 の 「個性 」 につい て は ど うだ ろ うか。教 師た ちの考 える子 ど もた ちの 「個 性」 につ いて振 り返

って み よ う。 まず 、小 学校 低 学年 か ら中学 校 にか け て、 「個 性 が大 事 に され て い る」 と 「居場 所 に な って

い る」 の相 関が どん どん と強 くな って い る。教 師た ちが もっ と も望 んで い た 「個性 が 大切 に され る こと」

そ して 「子 ど もの居場 所」 の 意味 内容 は、子 ど もた ちの 成長 段 階が あが り、 子 どもた ちの 自我 の芽 生 えが

顕 著 に なる につ れて よ りは っ き りとデ ー タ と して現 れ て きてい る。 一人 ひ と りの 「個性」 が まる ご と認 め

られ る学級 が子 ど もた ちの 「居 場所 」 だ と、 と教 師た ち は位 置 づ けて い る。

また、 「クラス の ま とま り」 と 「個性 が 大事 に され て い る」 の相 関 は じわ じわ と強 くな ってお り、 「学級

の なかで こそ の子 ど もの 『個 性』」 とい う教 師 の 理念 が 浮 か び上が って きてい る。 また、 学級 集 団 の 「ま

と ま り」 が教 師 主導 で 規律 的 の もの に な って い る こ とと も呼 応 して、"子 ど もの 個性 が 大事 に され てい る

こ と"と"子 どもが教 師 に従順 で あ る こ と"の 相 関 は、顕 著 に 、高 くなって い る。教 師 に とっ て子 どもの

「個性」 とは 、あ くまで も子 ども との 密着 した人 間関係 のな かで 、教 師 の指示 へ の反 応 のな かで 見出 され、

「自 らの指 導 に従 うか」 に よって評 価 され てい く。

そ の一方 で 、子 ど もた ちの学 校 生活 の大 半 を 占め てい る 「勉 強」 は、子 ど もたち の 「個 性」 と ど う関連

付 け られ てい る のか。 子 どもた ちの勉 強 にお け る 「個 性」 の発 露 は 、教 師 と子 ど もた ちの思 いが 最 もか み

あっ てい る と思 われ る 「小 学校 ・中学 年」 に おい ての み顕 著 に見受 け られた 。 しか し、 その後 高学 年 、 中

学校 と子 どもが成長 して い った後 の学級 集 団 の様子 をみ る と、子 ど もの 「個性 」 が尊 重 され なが ら学 習す

る雰 囲気 は、 どん どん とか き消 されて しまって い る。

4.さ い ごに

教 師 た ちは、 集 団 と して の子 ど もた ち に向 き合 うと同時 に個 々の子 ど もを尊 重 、配慮 しな が ら子 ども自

体 を 「理 解 」す る とい う、 極 めて 困難 な事 柄 を一手 に引 き受 け よ う としてお り、 そ れ とかみ 合 わ さった か

た ちで 、あ くまで 、学 級 、 クラス とい う枠組 み の 中で子 ど もの 「個性 」を生 かそ う、伸 ばそ うと して いた。

そ して 、そ の なかで 教 師た ち を支 え る支柱 とな ってい る のは 、授業 へ の 自信 な ど といっ た具体 的 な教 育実

践 に 関す る意 識 で は な く、「学 級 の なか で 、 自 らの手 で、 子 ど もの 『個 性 』 を育 て てい る」 とい う きわ め
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て抽 象 的 な理念 で あ った。 また、教 師 た ちは 、子 ど もの成 長段 階 を問 わず 、子 ど もが主 人 公で あ る学級 づ

くり、子 ど もの 「個 性」 が 生か される と と もに子 ど もの居 場 所 となる学級 づ く りを志 向 して い る。

しか し、教 師の 眼 を通 して学 級 集団 をみ てみ る と、教 師た ちの思 い とは裏腹 な現 実が か い ま見 えて くる。

まず 、学級 集 団 の凝 集性 は、子 ど もが成 長 す る につれ 、 「子 ど もど う しの仲 が よい こ と」 とい う子 ど も主

体 の集 団性 か ら、 「教 師 の 指示 に従順 なこ と」 とい う教 師 主体 の 集 団性 を指 す ものへ と変 化 してい る。 同

時 に、 一方 の 子 どもの 「個性 」 にお いて も、 「い かに教 師 の指 導 に従 順 で あ るか」 とい う、 あ くまで も教

師主 体の 一方 的 な基準 に よって 見い だ され る よ うにな ってい く。そ して、学 級 集団 は子 ど もた ちの 「個性」

が尊 重 され うる学習 集団 で は な くな って い って しま う。

教 師 も子 ど もた ち も,「 学 級」 とい う強 固 な枠 の な か に囲 まれて い る。 その なか で、 「学級 集 団の まと ま

りをつ くる こ と」 も、 「子 どもの個 性 を生 か す ζ と」 も、教 師た ちが 重視 し、教 育 目標 に してい る とい う

点 にお いて は まっ た く変 わ りが ない 。 しか.しなが ら、集 団 を整 然 と まとめ る こ とは 、わ か りや すい 、周 り.

か らの評 価 を得 や す い ひ とつの 具 体的 な実 践 で あ るの に対 し、「個 性 を育 て る」 こ とは、 ひ と りあ る きを

しが ちな美 しい物 語 と して 存在 して い る とい え よ う。 学校 現場 にお い て、 「個性 」 とは、 美 しい 言葉 と し

て その ま ま飲 み込 む もの 、未 分 化 なひ とつの 言説 と して 強 く息 づ い てい る。

日本 の学 校教 育 の 制度 的 な構 造 の なか で、 教 師 た ちに は、 「なぜ 学 級 を ま とめ る ことが 重要 なの か」 と

立 ち止 ま る猶 予 はあ た え られて い ない。 そ の なかで 「子 ど もた ちの個 性 を大 事 に したい 、生 か した い」 と

い う教 師 た ちの努 力 は賞 賛 され るべ きもので あ り、筆 者 はそ れ を批 判 ・非難 を したか った ので はな い。

しか し、教 師 の 「や りが い」 を支 え てい るの は 「個性 を育て る」 とい う抽 象 的 な言説 で ある反 面 、教 師

の もっ とも中心 的 な仕 事 で あ る教 科 指導 へ の意識 で は ない 、 とい う構 造 、 そ して、子 ど もた ちが い きい き

と した授 業 ・勉 強の なか で 「個性 」 を発揮 で きな くな って い く、 とい う構 造 を見 直 し、検 討 す る こ とが必

要 なので は ない か と考 え る。

学 級経 営 の枠 組 み は、 す で にのべ た よ うに、小 学 校 正年生 か ら中学校 まで 、 ほ とん ど変 わ って い ないの

が現状 で あ る。どの成 長段 階の子 ど もた ち に対 して教 師が どの よ うな学 級 集 団 をつ くろ う と し、その結 果、

どの ような人 間関係 の網 の 目が教室 内 で形 成 され てい るの か を さら に詳 し く検討 す る必 要が あ る。そ して、

「子 ど もに何 を教 え るか」 とい う教 育 の 「ソフ ト」 の 面 か らのみ考 えるの で はな く、 「教授 組織 と して の学

級 」 とい う学校 教 育の 「ハ ー ド」面 につい ての 考察 の積 み重 ね が必 要 であ ろ う。

<注>

1>藤 田(2002328頁)の 能力的個性 、人格的個性 、尊厳的個性 から引用

2>そ の潮流 は、片岡(1975)ら な どの学級集団研究か らも読み取 ることがで きる。

3)教 師対象の第2次調査結果か ら。調査の有効 回答107件 の うち、無回答はなか った。

4)ピ アソ ンの積率相関係数 を用いた。両者 とも、1%以 下の水準で有意である(両 側)。

5)こ こか らの分析は、 より厳密 におこなうため、T.T教 員な どの担任 を持 っていない教師のサ ンプルは除外 して

ある。
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ClassroomGroupthroughTeacllergsEyes:

AnAna且ysisof¶eacher'sPerspectives

onCh鉦dlsIndivi{恥ality

HAYASHISachiko

Theword"individuality"isoneofthekeyt騨sinrecent.サducationalre痴 ㎜s.However, .therehavenotbeen

enoughdiscussionsgonceminghowchild'sindividualityisperrceivediptheactualwo止kplace,aclassroom.This

studyanalyzeshowteachers,whofaceentireclassroomgroupmen真bers,view"childlsindiyiduality".

Japaneseclassroomcu髭urehasoftehbeendefinedanddesρ 西bedas``grouporiented"and詑hasbeεn

frequentlypoin重edoutthatitdoesnottreatchi豆dren「sindiv.idualitywithrespectandhonor.However,Japanese

teachersvelymuchsaythattheywishtodeve豆opchildren'sindividuallty,andinfact,theyperceivethatasoneofthe

mostimportanteducationalaims.ExistingdatarevealsthattheteachefsmostimportantmotiYationasaneducatoris

theabstractideathattheyaredeve豆opingchildren「sindividuality.Ontheotherhand,theirconfidenceinteaching

everydayschool互essons,whichisahloreconcretefbmlofpractice,doesnotgive¢achersfeelingofworthdoing

theirwork.

A・・th・・d・t・・h・w・th・tth・m・ ・eth・tea・h・・sa玲 ・u・ceptib1・t・th・w・ ・d`li・dM中ality".・ ゆ・・t⑩・g・・

theydemandunityasagroupf廿omchildren.Thefbundationoftheirleadershipinclassroomistheemotionalbond

witheachchildandthewholegroup,andthroughthat,theytrytocreateafi㎜,unifiedclassroomgroup.Although

thismethodofclassroommanagementdoesnotconcemchildren'sgradelevel,asthechildren.grow,teacherstendtg

.evaluatechildren「sindividualitybyhowchildrenreactandobeytotheirguidance.AUhe.sametime,classroom

atmospherewhichtreasureschildren「sindividuahtyinleamingdiminishesremarkably.Bothteachersandchildrサn

areenclosedinsidethethickwalls.ofclassroomstructure,andthereisastrongneedtodesignmoreflgxible

classroomorganizationsfbrbothofthem,


